
第 72回 「理科に関する研究記録」の募集要項
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1趣 旨

本県児童・生徒の理科に関する研究記録の中から優秀な作品を選定し, これを広く県民に公開

して,本県の児童・生徒の科学的探究心を育成するとともに本県理科教育の振興を図る。

2応 募 規 定

(1)対象

小学校 。中学校・義務教育学校 。高等学校及び特別支援学校の児童 。生徒

(2)作品

ア 内容

(D 身近な動植物の飼育 。栽培 。観察

0 工夫された天文・気象の観測記録

0 工夫された理科の観察 。実験記録

0 その他理科に関する研究記録

イ 規格

実験の記録

0作品は次のように整理して提出すること。 (規格は厳守する)

〔大 き さ〕 A4 B4 イ と し も め て の さ 5 とする。

〔頁  数〕 50頁 以内。 (用紙の片面のみを使用する)

これも50 に む。 |こ めない。)

冊子中に実物を貼り付けない。資料は別冊に綴る。

〔表  紙〕 厚めの丈夫な表紙をつけ,一方に綴じること。

〔留意事項〕 1 作品は,児童 。生徒の発達段階にあった内容のものであること。過度

に大人の手の加わった作品は審査の対象としない。

2 作品に写真やデジタル画像の多用は避け,製作の過程と工夫が読み取

れるよう,ス ケッチを活用することが望ましい。ただし,冊子中にどう

しても実物の展示が必要な場合は,実物を写真に撮り,貝占り付けても良

い。

※市町村名 。学校名 。氏名を表紙に明記する。共同作品は, 5名以内とし,氏名を連記し,

代表者を明示すること。              Π」鶏冨ロ
※ベージ数や実物の取り扱いについては,ホームページに掲載しています。

西理里ョョ翼
(http://www5.synapse.ne.jp/kenrika/)             

置i爾菫扇師

長期間継続したものでなくても,研究

が完結したものであればよい。

}こ ってい



131 県審査への出品展基準表

。高等学校 (国立高専を含む)生徒の部は制限しない。

・出品点数割当は市郡毎にしてあるが,作品のレベルを考慮 し,教育事務所単位に合算 して出

品してもよい。

市 ・ 郡 名 小学校 中学校
■
―

〓
一日 市 郡 名

霧
白
占可 市

姶 良 市

姶 良 孝l『

曽 於 市

志 布 志 市

鹿 屋 市

垂 水 市

曽於郡・肝属郡

西 之 表 市

熊 毛 君「

奄
当室
ノく 市

匡
ノヽ 島 君『

ノ、
国

=上百 1

小学校 中学校 計

鹿 児 島 市 40 19 59 12 5 17

鹿 児 島 郡 2 8 4 12

指  宿  市 7 3 10 2 2 4

南 九 州 市 7 3 10 5 3 8

南 さ つ ま 市
∩
Ｘ
） 3 6 2 8

枕  崎  市 5 2 7 10 5 15

いちき串木野市 6 3 9 4 2 6

日  置  市 8 3 11 10 4 14

薩 摩 川 内 市 12 6 18 5 2 7

薩  摩  郡 5 2 7 6 2 8

出  水  市
Ｏ
Ｘ
∪ 4 12 8 4 12

阿 久 根 市 4 5 12 6 18

出  水  郡 2 2 4

伊  佐  市 6 2 8 207 95 302

小 。中学校区分の出品数を厳守して下さい。

(4)提出方法 (期 日を厳守して下さい)

ア 各小中学校及び義務教育学校において審査のうえ,優秀な作品を 9月 19日 困までに所管

の教育委員会 ,教育事務所,あ るいは地区理協に提出する。鹿児島郡内の小 。中学校につい

ては,各村教育委員会単位に各学年 1点ずつを県審査へ出品し,県審査会で上記表の点数を

選定する。

イ 各市教育委員会,各教育事務所,地区理協において,地方審査を実施し,優秀な作品を選

定し,出 品目録 (様式 1)を添えて 9月 25日 因～ 10月 1日 ωまでに県立博物館に搬入す

ること。 (郵送,宅配便とし,送料は元払いとすること。)

(注) 1 上記のイの県立博物館への作品搬入は,提出期日を厳守すること。

2 附属小 。中学校は,鹿児島市立の小・中学校に準ずる。

3 県立 。私立の小 。中学校生徒の作品は,地方審査を経て応募すること。

※ 出品目録 (様式 1)。 研究の概要 (様式 2)の書式は,鹿児島県小中高等学校理科

教育研究協議会ホームベージ (http://www5.synapse.ne.jp/kenrika/)か ら

ダウンロー ドできます。

ウ 作品の搬入先,理科に関する研究記録展についての問い合わせ
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鹿児島県小中高等学校理科教育研究協議会

鹿児島市立伊敷中学校 教諭 矢 野 智 士

〒890-0005 鹿児島市下伊敷一丁目11番 1号

鹿児島市立伊敷中学校内  TEL(099)226-052



3審 査

(1)地方審査 各教育委員会,教育事務所および地区理協において審査委員会を構成し,審査

にあたる。鹿児島郡においては,各村教育委員会で審査に当たる。

121県 審 査

=小 。中・高等学校教員で審査委員会を構成 し,審査に当たる。

‐
審 査 目  令和 6年 10月 5日 出

―会  場  鹿児島県立博物館

4 賞

(1)出品作品の中で特に優れたものは,特別賞 (・ 県知事賞

賞 。南日本新聞社賞)と して選出する。

(2)出品作品の中で優秀と認めたものを特選とする。

(3)そ の他,すく
゛
れた作品を入選として賞状を与える。

。県議会議長賞 ・県教育委員会

5 授賞式 10月 27日 (日)午前 10時～ 鹿児島市教育総合センター 3階

(鹿児島市山下町6-1)
※参加者は,特選以上の入賞者及び保護者

(保護者の参加人数は審査後決定します)

10月 6日 1日 |～ 12月 1日 十日|  ※特選・特別賞の作品のみ展示

鹿児島県立博物館別館 (宝 山ホール  4階 )

7備 考

(1)審査結果は,特選作品以上について,鹿児島県小中高等学校理科教育研究協議会ホームペー

ジ,南 日本新聞紙面に,順次掲載する。

(2)特選作品以上について,展示会終了後は次のように取り扱う。またこれを出品の条件とする。

・令和 6年 12月 初旬から令和 7年 6月 初旬まで県理科研究協議会事務局で保管する。この間

に小 。中学校部においては「理科研究記録」等の原稿を作成する。

・審査後から令和 6年 12月 初旬までと,令和 7年 6月 中旬から令和 8年 3月 まで県立博物館

で作品を保管し,企画展示等を通して広く県民に公開する。

・作品は,県立博物館での公開終了後,各学校を通して本人に返還する。

(3)入選の作品ならびに賞状 。賞品については,授賞式終了後,関係教育委員会 。教育事務所を

経て返還 。授与する。

※ 入選以上の作品は,それぞれの作品名と生徒名を中学生理科の自由研究冊子に掲載していま

す。

※ 県理科作品展に作品提出の際, 200字程度の研究の概要 (様式 2)を必ず表紙の裏にのリ

蚊以:し
て下さい。 (中 学校の作品のみ)
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学年
別冊資料の

有無(○ )
フリガナ 名題氏

ん′
イコ市 町 村 名 学 校 名

計

地方審査に応募
した作品点数

小学校 (    )点
(義務教育学校前期課程を含む)

中学校 (    )点 ・計 (

(義務教育学校後期課程を含む)

)点

様式 1 第 72回  「理科に関する研究記録展」出品目録

市

※地方審査に応募した出品点数は,県下の出品状況把握のため必ず明記すること。

※審査および目録作成のため上記すべての項目について記入すること。

)

小

中 学校

様式 2

市町村名 学 校 名 学年 氏  名 フリガナ 題    名

研究の概要

の さ い コ

出品目録 (様式 1)。 研究の概要 (様式 2)の書式は,鹿児島県小中高等学校理解教育研究協議会

ホームページ (http://www5.synapse.ne.jp/kenrika/)か らダウンロードできます。
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第 72回 「理科 に関す る研 究記録展」 についてのお願 い

研 究記録 展係

毎年各教 育機 関及 び各 学校 にお きま して ,理科 に関す る研 究記録 展へ御協力 を

いた だ き誠
さて ,研

各学校 で児

り
録
徒

あ
記
生

に
究
童

が と うございます。
の募集 要項 を配付 しています が ,特 に下記 の点 につ きま して ,

へ の御 指導 と同意 ,確認 を よろ しくお願 いいた します。
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1 研究記録 の頁
作 品は 50頁 以
・ 50頁 を超 え

となってい る

2 特選以上の研究記録の取 り
県立博物館への作品貸与を

の概 要 に つ いて (中

記 録 展 出展 の 際 は ,

い 。 毎 年 の概
はな
御 指

ま た概 要 は 感
べたものです。

研
研

扱 いにつ いて (要項 よ り)

の して い

学 生 のみ )

2 の

れ てい い もの

く,「 目的」 「内容 」 「方法 」

導 をお願 い します。

な どを研

の で 必ず児童 生徒へ伝

に つ

果」 を簡潔 に述

紙等について
ります。
は,規格外 とな りますので御注意 ください。 (別 紙扱い

冊子中に綴つていた場合は,資料 も 50頁 中に含むもの

とします。 )

・表紙 に関 しては厚紙 にす ること,過 度 な装飾 等 を避 け るこ とご配慮 くだ さい。

・実物 を作 品に直接貼 り付 けて提 出 しない よ うに御 指導 をお願 い します。

・ページ数や実物の取

…

にちいては,ホ ~ムページに掲載 しています。
ホームページア ドレス (http://www5.synapse.nc.jp/kenrika/)
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達 してください。
○ 令和 6年 12月 初旬から令和 7年 6月 初旬まで県理科研究協議会事務局で保管する。

この間に小・中学校部においては「理科研究記録」等の原稿を作成する。

○ 審査後から令和 6年 12月 初旬までと,令和 7年 6月 初旬～令和 8年 3月 まで県立

博物館で作品を 保管し企画・展示等を通して広く県民に公開する

○ 作品は,県立博物館での公開終了後,各学校を通して本人に返還する

研究の題名のつけ方について
研究の題名については,字数やつけ方に制限はあ りません。 しか し題名は ,

壁量生墾凶担査を聖確に,かつ簡潔に表すものです。過度に長いものや作品内容 と

不
~雨

需爾汀でるヽ
~の

,題名 と副題が逆になっているものなどが時々見受けられま

す。審査前に御一考 くだ さい。
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5 究対象 となる生き物や,研究場所についての注意

究対象 となる動物 ,植物 ,地層 0鉱 物 な どには,国や県,市町村が指定
「天然記念物」や 「指定希少野生動植物」が含まれている場合があ ります。

動植物や岩石な どの採取や移動が制限されてる地域 (国 立公園内な ど)も
ます。研究を始める前に,対象 とする生き物や地域のことを詳 しく調べる

に ご指導 くだ さい。
お ,指 定 され てい る生 き物
なけれ ばな らない場合 があ

自然保護課 な どに相談 して

究対象 とす る場合 には,事前 に 申請 を

そ の際 には,市町村 教育委員会や 自治

6

各学校での作品製作の際に,指導を徹底 くだ さいます よう,よ
た します。

情報機器・デジタル画像等の利用について

情報機器での入力・デジタル画像等の使用は,児童・生徒の発達段階に応 じ

て使用 してもかまいません。ただ し,研究対象を注意深 く観察 した様子などを

表現する際には,ス ケッチを活用 してください。 (生物のか らだのつ くりなど)



:ξ鼈攀事奪難ず轟饗饉織鋒轟』毒驚懲事鎮

審査会で,「ページつけ方」と「実物」の貼 り付けによって,審査対象から外れた作品があ

りました。研究記録を作成するときには,以下のことも注意しましょう。
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量 韓芋豫轟撃窯‐難難鮮難警警彗鷲轟罐舞畿癬摯難機募鞣熱臨警

拳

拳

泰

:嬢擁俸穐艤機亀饉案難籍む鵞

黎:現人黎亀警

察畿響:鴛集露畿1罐多鸞機

ただし,小学校低学年の場合 , 計測で使用した毛糸などや紙の質感が分かるよう

にするための実験の部分などは規格外 としないこととし,判断に迷 う場合は審査員

で協議する。


